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研究成果の概要（和文）：北欧諸国の高齢者介護サービス提供において、「サービスの供給」「財源」「規制」
の3つの分野すべてにおいて基礎自治体が大きな役割を果たしており、高齢者の当事者団体、介護労働者の労働
組合組織といった介護に直接関わる当事者の組織が政策決定過程に大きく参画している。北欧と日本両方におい
て介護サービスの「市場化」とともに「再家族化」と「私費購入化」が進行しており、利用者の経済的状況によ
って社会的格差が生まれている。日本では訪問介護制度が十分に整備されていないことによって、施設に要介護
度が高い利用者が集中する傾向にある。これが介護労働者の職務に大きな影響を与えていることも明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：In the provision of long-term care services for the elderly in the Nordic 
countries, municipalities play a major role in all three areas of "service delivery," i.e. "
delivery", "financing" and "regulation".  The organizations directly involved in long-term care, 
such as the organizations of the elderly and labor union organizations of care workers, also 
participate significantly in the policy-making process. In both Scandinavia and Japan, "
re-familisation" and "privatisation" are progressing along with the "marketisation" of long-term 
care services, creating social inequality depending on the economic status of the care recipient. In
 Japan, the lack of a well-developed home-visit care service provisions resulted in high 
concentration of older people with severe care needs in residential care. This has a significant 
impact on the tasks and work conditions of care workers.

研究分野： 社会福祉学

キーワード： 介護労働　ケア　ガバナンス　北欧

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、デンマーク、スウェーデン、日本の高齢者介護政策における福祉ガバナンスの諸相とケアワークの
実態を実証的に解明した。介護の国際比較研究において、制度的な面だけでなく介護現場におけるケアワークに
焦点を当てた研究はほとんどみられず、学術的意義が大きいと考える。また、国際比較を踏まえて日本の介護実
践の立ち位置を確認し、課題を指摘するとともに今後の介護政策への示唆を提示した点において社会的意義が見
出せる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 申請者らは、社会民主主義レジームとして類型化される北欧諸国の高齢者介護システムに関
する研究に取り組んできた。共同研究「北欧 4カ国における高齢者介護システムの多様性とその
要因に関する比較分析研究」（2008～2012 年）では、北欧諸国の介護政策の多様性の要因を比較
分析する研究を行い、「北欧におけるホームヘルプの民間委託とサービスの質に関する研究」
（2008～2010 年）では、ホームヘルプの民間委託とケアの質の変化と現状を分析する研究を行
った。また、「北欧における高齢者介護のニーズ判定方法に関する実証的研究」（2011～2014 年）
では北欧の介護ニーズ判定方法がケアサービスに与える影響を実証的に分析する研究に取り組
んだ。 
 これらの研究を行うなかで、福祉国家の制度的研究だけでなく、その変容が介護現場で介護労
働者が担うケアワークの実践に与える影響に焦点をあてた、よりミクロレベルの研究を推進す
る必要性を認識するにいたった。従来、公的セクターが高齢者介護サービス供給の大半を担って
いた北欧諸国は、1990 年代からニュー・パブリック・マネジメントの流れを受け、経済性や効
率性に焦点があてられるようになり、市場化の論理が導入され、介護供給における民間セクター
の役割が増大している。一方、日本では、2000 年に介護保険を導入する際に、営利企業が供給
主体として参入する道が開かれ、介護の市場化が進められてきた。北欧でも日本でも従来の福祉
国家体制がゆらぐなかで新たな福祉ガバナンスが浮上し、政府、市場、家族、市民社会の各セク
ターの関係が再編されている。 
 このような介護の市場化は介護現場で介護労働者が担う介護労働の諸相を変容させている。
例えば日本では、介護保険制度導入以降の急速な高齢者介護の市場化とサービス化によって，ホ
ームヘルパーの利用者との関わりが契約に定められたものとなり，ケアの「タスクベース化」、
「部分化」が進行するとともに、ヘルパーの「非常勤化」が進行している。ところが日本では、
ケアワークそのもの変容をミクロレベルから実証的に明らかにする研究はほとんどみられない。 
北欧諸国では、市場化がケアの実践を困難にしているという危機感のもと、高齢者介護と市場化
に関する研究がマクロレベル、ミクロレベル両方において進められている。ミクロレベルでは、
実際にケアを担う介護労働者に対する調査を通して、高齢者介護の変容を詳細に捉えるという
国際比較研究が実施された。Marta Szebehely 教授（スウェーデン・ストックホルム大学）を代
表とする研究者グループが、介護労働者を対象として大規模な質問紙調査（NORDCARE 調査）を
2005 年に実施し、続いてデンマーク、ノルウェー、フィンランド、ドイツ、カナダ、オーストラ
リアでも同内容の調査が実施され、その結果をもとに大規模な国際比較研究が展開されている。
申請者らは、同教授と共同研究を実施することで合意し、日本において NORDCARE 調査と同じ質
問紙を使って介護労働調査を行った。これにより、日本のデータを使って国際比較することが可
能となった。研究成果の一部は国内外の学会で報告しているが、さらに同調査を詳細に分析し、
国際比較研究を発展させる必要がある。各国の介護労働者が日々担っているケアワークの内容、
方法、組織、労働環境等をより洗練された比較の枠組みを用いて明らかにすることが必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本や欧州の高齢者介護の市場化に伴う福祉ガバナンスの変容について分析し、そ

れが介護労働にどのようなインパクトを与えているかを明らかにすることを目指す国際共同研
究である。文献調査、質的調査、量的調査を組み合わせて各国の市場論理導入のあり方やそれに
伴う福祉ガバナンスの変容を分析し、介護労働がどのように変容しているか、諸相をとらえるこ
とを目指す。 
 
３．研究の方法 
① 文献研究と討議を行った。 
② 2012 年に実施した量的調査の結果を詳細に分析した。 
③ 日本の介護労働者を対象とした質的調査（フォーカスグループインタビュー）を実施した。 
④ 日本の介護労働者を対象とした量的調査（質問紙調査）を実施した。現場でケア実践を行う
介護労働者へのアンケート調査を実施し、合計 3,000 票の調査票を配布し、487 の有効回答を得
た。 
⑤ 海外（スウェーデン、デンマーク等）でヒヤリング調査と参与観察を実施した。 
 
４．研究成果 
①福祉サービスの提供 (delivery) は、サービスの供給 (provision)、サービスのための財源 
(finance)、規制 (regulation) という 3つの分野からなると考えられるが（高橋 2003）、デン
マークやスウェーデンの高齢者福祉の福祉ガバナンスにおいては 3 分野すべてにおいて基礎自
治体が大きな役割を担っている。デンマークにおいては全国の基礎自治体を束ねる全国基礎自
治体連合 (KL) の役割も大きく、基礎自治体の利益を代表して国と各基礎自治体をつなぐとと
もに、全国の基礎自治体の取り組みについて情報を集約してコーディネートする機能ももって



いる。 それに加えて高齢者の当事者団体と介護労働者の労働組合組織が介護政策決定過程に
参画しているのが北欧の特徴であり、とりわけデンマークにおいては当事者組織の関与が大き
いことが明らかになった。それぞれのステークホルダーがそれぞれの立場から熟議を重ね、合意
を形成するこのような政策決定過程は、Perczynski (2001) の「結社・熟議民主主義」(associo-
deliberative democracy) の 1つのモデルを示していると考えられる。 
 
②介護サービスにおいて、一律な基準やルールを適用する「標準化」や、タスクベースで決めら
れた時間だけ支援を提供する「介護のタスクベース化・断片化」が進行していることが指摘され
ているが、そのようななかで介護現場に関わる専門職は、利用者の個別ニーズに沿った支援を提
供するために多様な手段を用いて現場裁量を確保しようとしていることが明らかになった。こ
のような現場での実践は可視化されづらく、ボトムアップで政策に影響を与えることにはなか
なかつながりにくい。 
 
③介護サービスにおいて普遍主義 (universalism) を特徴としてきた北欧諸国であるが、ここ
20 年ほどは、介護の市場化とともに、再家族化 (re-familialisation)と私費購入化 
(privatisation)の傾向が強く見られる。介護サービスの受給が厳格化され高齢者のうち介護サ
ービスを利用している人の割合が低下しているが、それを補うために家族の介護に依存する兆
候（再家族化）は資源が少ない高齢者にみられ、一方で資源の豊かな高齢者は自費で民間サービ
スを購入する（私費購入化）の傾向が見られるといったように、社会的格差が広がっている。 
 日本においても類似の傾向がみられる。要介護度が高い高齢者の多くは特別養護老人ホーム
への入所を希望するが、現在は待機者が多く、希望の施設にはすぐに入所できない場合が多い。
経済的資源のある高齢者は有料老人ホームやサービス付き高齢者住宅に入居するという選択肢
があるが、資源のない高齢者は家族から支援を受けなければならない等の格差が明らかになっ
ている。 
 
④スウェーデンやデンマークでは、施設（介護付き高齢者住宅）の入居要件が厳格化され、利用
率が低下している。これにより、要介護度が比較的高い高齢者もヘルパーによる訪問介護を受け
ながら在宅で暮らすケースが増加している。一方日本では、在宅介護を可能とする制度の拡充を
目指してきているが、要介護度が高い高齢者が在宅生活を継続できるだけのサービス量が確保
できていない。それゆえ、要介護度が高い高齢者は施設を利用し、訪問介護の利用者は要介護度
が比較的低い高齢者が多いという傾向がみられる。その結果、日本においては、ホームヘルパー
と施設職員との間に、職務内容や労働環境、職業性ストレス等の点で大きな違いがみられること
が明らかになった。これはスウェーデンやデンマーク等ではみられない特徴である。 
 
⑤2012 年に行った量的調査（質問紙調査）の第 2回目調査を 2022 年に行った。介護労働者を対
象に属性、職務内容、労働環境等を質問した調査であるが、多くの点で前回 2012 年と変化があ
まりみられない結果となった。スウェーデンやデンマーク等では、第 1回目調査と 10 年後の第
2回目調査で結果に大きな違いが出ており、とりわけ労働環境の悪化や職務の負担増が明らかに
なっている。深刻な介護人材不足で大変な負担がかかっている日本の介護現場において 10 年間
で変化があまりみられない背景について、今後より詳細な分析を継続する予定である。 
 
＜参考文献＞ 
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